
尽きない史跡探訪の魅力 

 21期 中島忠勇 

 

 2005年結成した芦屋川カレッジ 21期生の同好会「史跡探訪の会」は 2023年

100回をもって打ち上げとなりました。史跡通のリーダー達の先導で、主とし

て、魅力溢れる、紀元後 3～7世紀の古墳時代、大和の箸墓古墳に始まる巨大前

方後円墳（天空のモニュメント）を始め、播磨、摂津、和泉、河内、大和、山城

の前方後円墳を訪ねました。同好会解散後も機会を作っては武蔵の稲荷山古墳

（埼玉古墳群）の国宝「辛亥」銘の鉄剣を見に行きました。一方、遺跡めぐりで

は縄文・弥生時代まで遡り、北は三内丸山遺跡、南は吉野ヶ里遺跡まで足を延ば

し、二時間以上も一人黙々と古代に思いをはせながら探索できたことは楽しいひ

と時でした。 

今春は紀元後 57年に後漢の光武帝から下賜された国宝「漢委奴国王」の金印

が出土した志賀島を訪ねた後、筑紫の 6世紀前半、古代史上最大の内乱と呼ば

れる磐井の乱を主導した筑紫君磐井（ツクシノキミイワイ）の墓とされる前方後

円墳「岩戸山古墳」まで足を延ばすことができました。別区に築造当時沢山樹立

していたであろう石人、石馬等の石製品を間近かに見て、九州古墳文化に思いを

馳せ、また現地に建設された八女市岩戸山歴史文化交流館では古墳を装飾した沢

山の武装石人等、歴史に彩られた資料が多く展示され、説明文を読みこんで納得

してきました。今後どれほどの機会があるか分りませんが、体力の続く限り史跡

探訪を続け、最後は墳丘の長さ 350メートル全国第４位の巨大前方後円墳、吉

備の造山（ツクリヤマ）古墳を縦断して、巨大古墳のすごさを体感できたらと願

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金印「漢委奴国王」 

別区にある石人、石馬石製品 筑紫君磐井 


